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 町条例、組織体制等                         

１ 川西町防災会議条例 

昭和 38 年 7 月 4 日 

条例第 2 号 

(目的) 

第 1 条 この条例は災害対策基本法(昭和 36年法律第 223 号)第 16 条第 6項の規定に基づき、川西町防

災会議(以下「防災会議」という。)の所掌事務及び組織を定めることを目的とする。 

 

(所掌事務) 

第 2 条 防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

(1) 川西町地域防災計画の作成及びその実施を推進すること。 

(2) 町長の諮問に応じて町の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。 

(3) 前号に規定する重要事項に関し、町長に意見を述べること。 

(4) 前各号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属する事務 

 

(会長及び委員) 

第 3 条 防災会議は、会長及び委員をもって組織する。 

2 会長は、町長をもって充てる。 

3 会長は、会務を総理する。 

4 会長に事故あるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

5 委員は、25人以内とし、次の各号に掲げる者をもって充てる。 

(1) 指定地方行政機関の職員のうちから町長が委嘱する者 

(2) 山形県の知事の部内の職員のうちから町長が委嘱する者 

(3) 山形県警察の警察官のうちから町長が委嘱する者 

(4) 町長がその部内の職員のうちから指名する者 

(5) 教育長 

(6) 置賜広域行政事務組合川西消防署長及び消防団長 

(7) 指定公共機関又は指定地方公共機関の職員のうちから町長が任命する者 

(8) 自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから町長が任命する者 

6 第 5 項第 7 号及び第 8 号の委員の任期は 2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、その前任者の

残任期間とする。 

7 前項の委員は、再任されることができる。 

 

(専門委員) 

第 4 条 防災会議に専門の事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。 

2 専門委員は、関係地方行政機関の職員、山形県の職員、川西町の職員、関係指定公共機関の職員及び

学識経験のある者のうちから町長が委嘱又は任命する。 

3 専門委員は、当該専門の事項に関する調査の終了したときは解任されるものとする。 
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(議事等) 

第 5 条 前各条に定めるもののほか防災会議の議事その他防災会議の運営に関し、必要な事項は、会長

が防災会議にはかって定める。 

 

附則 

この条例は、昭和 38 年 7月 1 日から施行する。 

附則(昭和 44年 9月 20 日条例第 25号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附則(昭和 62年 3月 25 日条例第 3 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附則(平成 12年 3月 22 日条例第 1 号)抄 

 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 12年 4月 1 日から施行する。 

附則(平成 24年 3月 29 日条例第 13号)抄 

 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 24年 4月 1 日から施行する。 

附則(平成 24年 12 月 20 日条例第 19 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附則(令和元年 9 月 27 日条例第 20号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

出典：川西町防災会議条例 

https://www.town.kawanishi.yamagata.jp/reiki_int/reiki_honbun/c430RG00000065.html 
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２ 川西町災害対策本部条例 

昭和 38 年 7 月 4 日 

条例第 3 号 

(目的) 

第 1 条 この条例は、災害対策基本法(昭和 36 年法律第 223 号)第 23 条の 2 第 8項の規定に基づき、川

西町災害対策本部に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

第 2 条 災害対策本部長は、災害対策本部の事務を総括し所部の職員を指揮監督する。 

2 災害対策副本部長は、災害対策本部長を助け災害対策本部長事故あるときはその職務を代理する。 

3 災害対策本部員は、災害対策本部長の命を受け災害対策本部の事務に従事する。 

 

(部) 

第 3 条 災害対策本部長は、必要と認めるときは、災害対策本部に部を置くことができる。 

2 部に属すべき災害対策本部員は災害対策本部長が指名する。 

3 部に部長を置き、災害対策本部長の指名する災害対策本部員がこれに当たる。 

4 部長は部の事務を掌理する。 

 

(雑則) 

第 4 条 前各号に定めるもののほか、災害対策本部に関し必要な事項は、災害対策本部長が定める。 

 

附則 

この条例は、昭和 38 年 7月 1 日から施行する。 

 

附則(平成 24年 12 月 20 日条例第 19 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

出典：川西町災害対策本部条例 

https://www.town.kawanishi.yamagata.jp/reiki_int/reiki_honbun/c430RG00000066.html 
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３ 川西町防災会議委員 

 

（川西町防災会議条例第 3 条第 5 項に掲げる委員） 

令和５年 7月 6日現在 

 職名 所属・役職名 

 会長 川西町長 

1 委員 奈良県流域下水道センター所長 

2 〃 奈良県中和土木所長 

3 〃 奈良県中和保健所長 

4 〃 天理警察署長 

5 〃 奈良県広域消防組合磯城消防署長 

6 〃 陸上自衛隊 第 380 施設中隊長 

7 〃 奈良地方気象台 次長 

8 〃 関西電力送配電㈱高田地域統括部長 

(高田配電営業所長) 

9 〃 ㈱NTT フィールドテクノ奈良 設備部長 

10 〃 大阪ガスネットワーク株式会社 北東部事業部 

導管計画チームマネージャー 

11 〃 磯城郡水道企業団 事務局長 

12 〃 自主防災連絡協議会長 

13 〃 川西町消防団長 

14 〃 川西町議会議長 

15 〃 川西町教育長 

16 〃 川西町副町長 

17 〃 川西町行政改革統括理事 

18 〃 川西町住民保険担当理事 

19 〃 川西町まちマネジメント担当理事 

20 〃 川西町まちづくり推進担当理事 
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４ 川西町災害対策本部の担当課一覧 

 

災害対策本部 町長、副町長、教育長、本部事務局班長、受援・庶務班長、救護

厚生班長、施設資材班長、教育総務班長、川西消防団長 
   

班名 係名 担当課名 

本部事務局班 

(班長：総務課長) 

防災情報係 総務課 

デジタル推進室 

受援・庶務班 

(班長：総合政策課長) 

受援係 総合政策課 

庶務係 会計課 

議会事務局 

救護厚生班 

(班長：住民保険課長) 

避難係 住民保険課 

環境衛生係 住民保険課 

医療福祉係 福祉こども課 

長寿介護課 

施設資材班 

(班長：まちマネジメント

課長) 

農業・商工・施設係 まちマネジメント課 

まちづくり推進課 

税務課 

債権管理課 

教育総務班 

(班長：教育総務課長) 

教育総務係 教育総務課 

社会教育係 社会教育課 
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 各種一覧、資料等                           

１ 主要防災機関連絡先一覧 

（１）市町村連絡先                          令和５年 4月 1日現在 

市町村名 課室係 NTT 電話（内線） NTTFAX 
県防災電話 

電話 FAX 

奈良市 危機管理課 災害対策係     

大和高田市 危機管理課     

大和郡山市 市民安全課     

天理市 防災安全課 防災係     

橿原市 危機管理課     

桜井市 危機管理課 危機管理係     

五條市 危機統括室 危機管理課     

御所市 地域協働安全課     

生駒市 防災安全課     

香芝市 危機管理課     

葛城市 生活安全課     

宇陀市 危機管理課     

山添村 総務課     

平群町 総務防災課 消防・防災係     

三郷町 危機管理室     

斑鳩町 
安全安心課 
消防防災係 

    

安堵町 総務課     

三宅町 総務課     

田原本町 防災課     

曽爾村 総務課     

御杖村 総務課     

高取町 総務課     

明日香村 総務財政課     

上牧町 総務課 安全安心係     

王寺町 防災統括室     

広陵町 安全安心課     

河合町 安全推進課     

吉野町 総務課     

大淀町 総務課 安全対策推進室     

下市町 総務課     

黒滝村 総務課     

天川村 総務課     

野迫川村 総務課     

十津川村 総務課     

下北山村 総務課     

上北山村 総務課     

川上村 総務税務課     

東吉野村 総務企画課       



7 
 

（２）消防本部連絡先                         令和５年 4月 1日現在 

市・組合名 機関名 NTT 電話 県防災電話 

奈良市 奈良市消防局   

生駒市 生駒市消防本部   

奈良県広域消防組合 奈良県広域消防組合消防本部   

 

（３）防災関係機関連絡先                       令和５年 4月 1日現在 

機関名 区割 NTT 電話 県防災電話 

消防庁国民保護・防災部応急対策室 
昼間   

夜間   

奈良地方気象台 
昼間   

夜間   

陸上自衛隊第４施設団本部 

第３科総括班 

昼間   

夜間   

航空自衛隊幹部候補生学校 昼間・夜間共通   

自衛隊奈良地方協力本部 昼間・夜間共通   

関西電力送配電㈱奈良支社 昼間・夜間共通   

大阪ガスネットワーク株式会社 

北東部事業部 導管計画チーム 
昼間・夜間共通   

一般社団法人奈良県 LPガス協会事務局 昼間   

西日本電信電話㈱災害対策担当 昼間   

KDDI㈱関西支社管理部 昼間   

NTT ドコモ奈良支店 昼間   

西日本旅客鉄道 昼間   

近畿日本鉄道㈱大阪輸送統括部 

運輸部管理課 
昼間   

奈良交通㈱乗合事業部 昼間   

日本放送協会奈良放送局 昼間   

奈良テレビ放送㈱ 昼間   

㈱奈良新聞社 昼間・夜間共通   
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２ 災害履歴 

（１）台風によるもの 

年月日 災害種別 県被害地

域 

気象状況 県下の被害状況 

昭和 

５．７．31 

水害 大和川流

域 

八丈島方面から伊勢湾に進

み三重県を北進した台風 

河川氾らん、堤防決壊、死者5名、

全・半壊家屋 102、農産物の被害

甚大 

９．９．21 

（室戸台風） 

風水害 県全域 沖縄方面から四国室戸岬、

大阪、京都、滋賀から日本海

西岸を北進した最大級の台

風室戸台風 

死傷者 90、全壊家屋 670、半壊

家星 1285、その他土木・農作物・

林業関係等の被害甚大 

24．７．29 

（ヘスター台風） 

水害 

 

北東山間

部 

 

熊野灘から若狭湾に向け北

西進した台風ヘスター台風 

死者 1、浸水家屋 471 

 

25．９．３ 

（ジェーン台風） 

風水害 県全域 四国室戸岬東方から淡路島

をへて神戸西方に上陸し、

若狭湾へ抜けた台風ジェー

ン台風 

死者 1、全半壊家屋 2,442、水田

流水 119.5ha、道路損壊 844、橋

梁流失 173、填防決壊 197、通信

関係（電柱）484 

27．６．23 

（ダイナ台風） 

水害 県全域 四国清水室戸をかすめ紀伊

半島南端に上陸し、本州南

岸沿いを東北東達した台風

ダイナ台風 

浸水家屋 105、半壊家屋 1、堤防

決壊 273、道路損壊 598、橋梁流

失 40、冠水田 707.8ha、流水田

213、流失畑 106ha 

28．９．25 

（13 号台風） 

水害 県全域 室戸岬南方沖から潮岬の南

端をかすめ熊野灘を北東進

した 13 号台風 

死者行方不明 12、全半壊家屋

670、流失家屋 103、浸水家屋

10,801、田畑流失埋没 922ha、道

路損壊 1,669 ヶ所、橋梁流失 430 

31．９．27 

（15 号台風） 

水害 北部平坦 

地域 

潮岬の南沖から御前崎付近

をへて東京から鹿島灘へ去

った 15 号台風 

死者 2、負傷 2、行方不明 2、全

半壊家屋 11、浸水家屋 4,201、

田畑流失 18ha、道路損壊 59、橋

梁流失 38 

33．８．25 

（17 号台風） 

水害 県全域 和歌山県白浜、御坊間に上

陸、奈良市付近を北上した

17 号台風 

県東部地域と南部山間地域

に雨多し 

死者・行方不明 8、浸水家屋 566、

全半壊家屋 49、道路損壊 118、

橋梁流失 29、田畑流水埋没 10 

34．９．26 

（伊勢湾台風） 

水害 県東部・ 

南部 

潮岬付近に上陸し奈良県内

を北東進した台風 

近年最大の災害となる15号

台風（伊勢湾台風） 

死者行方不明 116、負傷者 512、

全半壊家屋2,393、流失家屋518、

浸水家屋 10,225、田畑流失埋没

545ha、道路損壊 863、橋梁流失

381、被害額 183 億円余 

36．９．16 

（第２室戸台風） 

風水害 県全域 室戸付近より上陸し阪神間

を北上した台風 

18 号台風（第２室戸台風）

平坦部風害甚大 

死者 6、負傷者 186、全半壊家屋

2,662、浸水家屋 102、田畑流失

埋没 456ha、道路損壊 128、橋梁

流水 34、通信施設 178 回線被害

額 89億円 
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37．７．27 

（７号台風） 

風水害 北部・南

部 

潮岬と白浜間より上陸し和

歌山奈良県境を北上した 7

号台風 

負傷者 1、全壊家屋 2、浸水家屋

50、一部損壊家屋 10、道路損壊

36、通信施設 71 回線 

40．９．17 

（24 号台風） 

水害 北部・中

部 

絶伊半島をかすめ中部地方

に上陸した 24号台風 

死者 2、全半壊 24、浸水家屋

4,229、道路損壊 109、通信施設

3,674 回線 

45．７．５～６ 

（２号台風） 

風水害 県全域 四国沖を北東進し紀伊半島

に上陸後北から北西に進路

を転じ、和歌山県から大阪

湾にでて北上した台風 

死者 1、全半壊 3、道路損壊 6、

通信施設 33 回線 

46．９．26 

（29 号台風） 

水害 県全域 紀伊半島に上陸後南東岸沿

いに北東達した台風 29号 

死者 4、行方不明 7、全半壊 14、

浸水家屋1，378、耕地被害191ha、

道路損壊 94、がけくずれ 174、

通 

信施設 9 回線 

47．９．16 

（20 号台風） 

風水害 県全域 紀伊半島に上陸後、北北東

に進み奈良県東部県境沿い

に通過した台風20号による 

負傷者 17、全半壊家屋 115、浸

水家宣 342、田畑冠水埋没

2,362ha、堤防決壊 189、道路損

壊 807、山（がけ）くずれ 722、

被害額約 45 億円 

51．９．８～14 

（台風 17号及び

前線） 

水害 県全域 台風17号が九州西海上で迷

走し、西日本に停滞した前

線の影響も加わって大雨が

続いた。総雨量は、前鬼

1,462、日ノ出岳 1,145 ㎜な

どであった。 

家屋の半壊 2、一部破損 30 浸水

2,115、非住家、田畑流失埋没

15ha、学校 12 カ所、道路 889 カ

所、橋梁 10カ所、河川 567 カ所、

砂防 6カ所、被害額は約 50 億円 

56．７．29～８．

１ 

水害 県南部 台風10号が本州南海上を西

北西に進み、このため本県

南東山岳部に大雨を降らせ

た。 

農林水産業施設 2,231 千円、公

共土木施設 7,042 千円 

57．7．31～8．3 水害 県全域 台風10号が本県東側をほと

んど真北に進み、つづいて

台風 9 号くずれの低気圧が

四国沖から南岸沿いに東北

東進した。 

日ノ出岳で 943mm（7月 31日

19 時～8月 2日 2 時）、五條

で 194mm（8月 2日 21 時～8

月 3 日 13 時）、奈良 160mm

（8 月 1 日） 

死者 14、行方不明 2、全壊 144、

半凄 277、床上浸水 3,413、床下

浸水8,985、公共土木施設被害7，

821 カ所、被害額 42,322 百万円、

農林水産業関係被害27,536百万

円等被害総額 86,490 百万円 

平成 

2．9．19 

（台風 19号） 

風水害 県全域 台風19号が和歌山県白浜町

の南に上陸し、県南東部で

大雨となった。 

行方不明 1、全壊 2、半壊 9、一

部碇損 92、床上浸水 65、床下浸

水 201 被害総額 11,096 百万円 

10．9．22 

(台風 7 号) 

風害 県全域 台風 7 号が和歌山県御坊市

付近に上陸し、琵琶湖の南

側を通り富山湾へ進んだ。

死者 2、負傷者 87、家屋全壊 52、

家屋半壊 603、床上浸水 1、床下

浸水 36、道路損壊 68、橋梁流失
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台風の最盛期に暴風域を伴

って上陸したため、県内も

暴風となった。 

3、山・崖崩れ 77、通信施設被害

7,315 

29．10．22 

(台風 21 号) 

風害 県全域 台風第 21号は、日本の南の

海上を北上し、超大型で強

い勢力を保ったまま、静岡

県御前崎市付近に上陸し

た。台風の北上に伴い、本州

南岸の前線の活動が活発と

なり、県内では暴風を伴っ

た大雨となった。 

重症 1、家屋全壊 1、家屋半壊 3、

一部損壊 11、床上浸水 81、床下

浸水 245、道路損壊 68、橋梁流

失 3、山・崖崩れ 77、通信施設被

害 7,315 

 

（２）低気圧によるもの 

年月日 災害種別 被害地域 気象状況 県下の被害状況 

昭和 

6．2．10 

雪害 県全域 低気圧が東海道沖を東進し

9日夜から 10日朝にかけて

大雪となった。 

明治 40 年 2 月以来の大雪、

八木 20 ㎝、奈良 17cm、上之

郷 42 ㎝、吉野山 29 ㎝、寺

垣内 14 ㎝、小森 27㎝ 

樹木の折損、倒木、家屋の破壊、

農作物の被害、電灯、電話の切

断、各々被害甚大 

21．3．10 雪害 県全域 低気圧が太平洋岸沿いに東

進し 10 日 2 時頃から大雪

となる。 

八木 18 ㎝、奈良 15cm、上之

郷 20 ㎝、上市 20 ㎝、寺垣

内 6cm、小森 10 ㎝ 

立木、電灯線の被害大 

27．7．1～3 水害 県全域 三陸沖の低気圧の中心から

本邦を東西にのびる寒冷前

線があり、この線上を 2 日

夜別な低気圧が奈良県付近

を東進した。 

浸水家屋 142、河川堤防決壊 5、

橋梁流水 3、道路損壊 21、冠水

田畑 375ha 

34．8．12～14 水害 県全域 本州南海上に停滞する前線

上を東進した低気圧が四国

沖で停滞気味となって県下

全般に雨となり特に南東山

岳部が大雨となった。 

 

全半壊家屋 2、浸水家屋 1,861、

堤防決壊 21、橋梁流失 5、道路

損壊 35、田畑流失 10ha 

36．10．26～28 水害 県全域 本州南沖を東西にのびる前

線上の九州南西海上に低気

圧が発生東進した。28 日 21

時鳥島の南東に台風が現れ

た。 

死者 1、全半壊家屋 7、浸水家

屋 666、田畑流失 46ha、田畑冠

水 1,779ha、道路損壊 148、橋

梁流失 29 

38．3．12～13 雪害 中部山間 本州南岸沿いを東進した低

気圧のため山間地で30～80

㎝、平野部で 10～20 ㎝の大

山林被害 15 億円 

農作物被害 1億 5 千余万円、そ

の他交通、通信、電力関係に相
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雪となった。 当の被害あり。 

40．3．16～17 雪害 中部山間 発達した低気圧が四国紀伊

半島沖を東進したため県内

全般雨又は雪となり降水量

は 3 月の最多記録となっ

た。 

水分の多い雪のため被害が発

生した。山林被害 24,394ha、農

産物約 230 百万円。通信線切

断、送電障害の被害大 

43．2．15～16 雪害 県全域 紀伊半島沖を東進した低気

圧のため、平野部で 10cm、

山間部で 20～50cm の大雪 

山林被害 35 億円、農作物被害

5,700 万円、その他送電線、通

信線等の被害大 

56．3．1～2 雪害 県北部 東シナ海から東進して来た

低気圧は本州南海上を東北

東に進み一方大陸からは寒

気を伴った優勢な高気圧が

南下した。 

山辺・宇陀地方 20cm、奈良

10 ㎝ 

農産被害 15,405 千円 

畜産被害 1,725 千円 

農林産業施設 2,000 千円 

56．10．8～9 水害 県全域 前線を伴った顕著な低気圧

が日本海を北東進したので

県下全域に大雨を降らせ

た。 

床下浸水 164 戸、道路損壊 220

ヶ所、河川 253 ヶ所等、農林水

産業施設 173,791 千円、公共土

木施設 1,268,420 千円、農産被

害 92,203 千円、被害総額

1,534,414 千円 

62．3．23 雪害 県全域 低気圧が発達しながら南海

上を東進したため大雪とな

った。 

スギ・ヒノキの折損、倒伏によ

る被害 9,614 百万円 

平成 

2．1．31～2．1 

雪害 県北・中

部 

１月 31 日から２月 1 日午

前中にかけ低気圧が東進、

大雪となった。１日９時の

奈良の積雪 21 ㎝は 1953 年

の統計開始以来第 1位 

ビニールハウスの倒壊、農作物

等に大被害、軽傷 3、農産被害 

2，195 百万円 

 

（３）前線によるもの 

年月日 災害種別 県 被 害 地

域 

気象状況 県下の被害状況 

昭和 

27．4．11 

水害 中・北部 7 月 3 日以来本邦南方洋上

に移動した梅南前線が北上

して 10 日～11 日当県を通

過したが、この前線が異常

に変形して大雨となった 

負傷者 1、半壊家屋 2、浸水家屋

1,411、堤防決壊 18、橋梁流失 9、

道路損壊 34、流失畑 14ha、冠水

田畑 1,877ha 

28．7．18 水害 県全域 日本海中部から近畿北部を

へて九州北部、中国中部に

達した前線が17日本県を通

過南下し、18 日北上したた

め大雨となった。 

死者 27、負傷者 25、行方不明 10、

全半壊家屋 187、流失家屋 191、

浸水家星 2,019、田畑流失埋没

489ha、田畑冠水 1,462ha、道路

損壊 2,032 
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32．6．26～28 水害 北部 前線が 26 日 15 時頃紀伊半

島を北上し 27 日 10 時奈良

県北部から瀬戸内をへて九

州方面に停滞台風 5 号の影

響もあって北部が大雨とな

った。 

死者 1、負傷者 1、浸水家屋

1,062、田畑冠水 54ha、橋梁流失

4、道路損壊 25 

32．7．16～17 水害 中・北部 関東地方から近畿中部をへ

て日本海の低気圧に達する

前線停滞のため大和川流域

宇陀川流域に大雨が集中し

た。 

行方不明 1、全半壊家屋 5、浸水

家屋 1,716、田畑冠水 1,859ha、

道路損壊 67、橋梁流失 4 

47．7．10～13 水害 県全域 梅雨前線が 10 日から 13 日

にかけて近畿地方を中心に

して南下北上を繰り返した

ため大雨となった。 

死者 1、負傷者 9、全半壊家屋 37、

浸 水 家 屋 1,371 、 田 畑 冠 水

2,268ha、堤防決壊 289、道路損

壊 1,061、山（がけ）くずれ 577 

53．6．22～23 水害 中・南部 梅雨前線が本州南岸で活発

化した。 

全壊 1、床上浸水 10、床下浸水

1,058、冠水 325ha、運休 21 本、

欠便 20 便 

被害額 4,911,963 千円 

61．6．25～7．1 水害 県全域 25 日梅雨前線の南下、30日

台風 6 号の接近により、大

雨となった。 

全半壊家屋 3、床下浸水 195、田

畑冠水 160ha、道路損壊 383 ヶ

所、河川被害 645 ヶ所 

被害総額 5，943 万円 

平成 

2．9．13～18 

水害 県全域 13 日から 18 日にかけ西日

本に停滞していた前線の活

動が活発になり大雨となっ

た。 

死者 1、床下浸水 35 

被害総額 648 百万円 

7．7．1～6 水害 県全域 梅雨前線が西日本から東日

本に停滞し、各地で断続的

に大雨が降った。奈良県内

では特に 3 日の昼前後 4 日

午前中、短時間に激しい南

が降った。 

半壊家屋 2、床上浸水 229、床下

浸水 1,650、道路損壊 7、山・崖

崩れ 22 

9．7．9～13 水害 北部 梅雨前線が西日本に停滞

し、県全域で雨が降り続い

た。特に 13日は、前線が活

発化したため、県北部を中

心に短時間強雨となった。 

床上浸水 3、床下浸水 696、道路

損壊 2、山・崖崩れ 5 

13．6．13 水害 北部 この期間、西日本付近に停

滞する梅雨前線上を発達し

た低気圧がゆっくり東進し

た。特に 14日は、紀伊半島

付近に停滞する梅雨前線上

を低気圧が通過し、この低

気圧に向かい南海上から暖

かく湿った空気が流入して

床下浸水 6、山・崖崩れ 1 



13 
 

大気の状態が不安定とな

り、県北部で雷を伴う短時

間強雨となった。 

13．7．17 水害 北部 日本海に停滞する梅雨前線

に暖かく湿った空気が流入

し、大気の状態が不安定と

なり、県北部を中心に雷を

伴う短時間強雨となった。 

床下浸水 10、落雷により 2,340

世帯が停電した。 

 

令和 

5．6．2～3 

風害 県全域 台風 2 号の影響で、奈良県

の一部に線状降水帯※が発

生、大雨を降らせた。町は、

災害対策本部を設置、避難

所を開設。13 時頃大和川が

氾濫危険水位を超え、町の

一部に避難指示を発令。 

奈良県内の被害 

住家全壊 1 棟、半壊 1 棟、床上

浸水 1棟、床下浸水 27 棟、一部

損壊 5棟、人的な被害なし 

※線状降水帯 

次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなし数時間にわたってほぼ同じ場所を通過また

は停滞することで作り出される、線状に伸びる強い降水域。顕著な大雨によって毎年のように数

多くの甚大な災害が生じている。 

（４）異常低温によるもの 

年月日 災害種別 県被害地

域 

気象状況 県下の被害状況 

昭和 

36．1．3 

寒害 北部 12月から1月はじめにかけ

襲来した寒波のため奈良

では－4．4℃の最低気温に

なった。 

奈良市内で水道管の破裂が続

出し、12 月 29 日から 1 月 3 日

まで 400 件の被害があった。 

52．1～3 寒害 北東山間

部 

優勢な大陸の高気圧にお

おわれた。 

奈良の最低気温－7.8℃、

無降水継続日数 14 日間、

最小湿度 19％で異常乾燥

も伴った。 

野菜 150,810 千円 

果樹 114,993〝 

茶 501,993〝 

計 767,442〝 

55．7～9 低温 

寡照 

多雨 

県全域 太平洋高気圧の本邦に及

ぼす影響は例年になく弱

く、これに代わってオホー

ツク海高気圧の勢いが

婁々北の方から本州に伸

び前線活動が活発になっ

て本邦を挟み南北に振動

して日照不足と低温をも

たらした。 

被害面積 14,945ha 

被害金額 

水稲 2,085,045 千円 

大豆 30,610〝 

野菜 832,417〝 

果樹 413,304〝 

花き 176,040〝 

計 3,357,416〝 

55．12～56．2 低温寒害 奈良市 

都祁村 

冬型気圧配置が長く続き、

寒気の移流が顕著であっ

た。 

 

茶と茶樹の損傷が甚だしく幼

木は乾燥のため枯死した。 
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56．2．26～27 低温 県北部 低気圧が三陸沖で発達し

ながら東北東進したあと、

冬型気圧配置が強まり、奈

良では 26日最高気温－0．

2℃ 

27 日最低気温－7.5℃ 

水道管破裂 

奈良市 600 ヶ所 

天理市 300 ヶ所 

五條市 60ヶ所 

 

（５）雷によるもの 

年月日 災害種別 県被害地

域 

気象状況 県下の被害状況 

昭和 

36．7．9 

雷災 北部 ひょうを伴う大雪雨 落雷により死者 1 

36．8．21 雷災 北部 強雷雨 広陵町で死傷者 3 名 

生駒市で一部浸水家屋あり 

38．7．28 雷災 奈良盆地 近畿全体に発雷があり、県

内では 13時頃から 15時頃

の間に発生して北上した。 

15 時 10 分頃橿原市橿原球場に

落雷観客 1名負傷、失神 5 名を

出す。 

51．7．26～28 雷災 北部 上空に寒気が流入し、燃雷

が発生した。 

28 日 17 時の時間雨量は田

原本で 77㎜、天理で 65㎜

であった。 

28 日は国鉄、近鉄の一部が一次

不通となり、停電は約 3万戸に

上り、天理市及び田原本町を中

心として約 4,200 戸が浸水し

た。 

平成 

3．7．27 

雷災 北・東部 大気不安による強雷雨 

大宇陀 

1 時間降水量 43 ㎜ 

24 時間降水量 95 ㎜ 

負傷者 1 名 

住家被害 

半壊 1凍 

床上浸水 4棟 

床下浸水 45 棟 

河川損壊 71 ヶ所 

道路損壊 63 ヶ所 

 

（６）長期間にわたる乾燥によるもの 

年月日 災害種別 県被害地

域 

気象状況 県下の被害状況 

昭和 

2．6～8 

干ばつ 奈良盆地 雨量平年差 6 月 119 ㎜、7

月 129 ㎜、8月 46 ㎜、各月

共に少なく特に 6月の量は

28 年ぶりの少量 

水不足のため稲作被害あり干

ばつの影響で病虫害の発生が

著しくそのための農作物の被

害大 

14．5～9 干ばつ 県全域 内地西部から朝鮮南部に

渡って異常な干ばつが起

こった。 

八木 5月から 9月の降水量

は 527.9 ㎜で創立以来 3位

の小雨 

水不足のため電力の供給制限、

稲作被害収穫量皆無 1,425ha

（奈良県としては中程度の被

害） 

19．5．7 干ばつ 奈良盆地 瀬戸内、近畿、東海道方面

の干ばつであった。八木 5

水田亀裂、水稲発育不良、畑作

物の枯死 
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月降水量 74 ㎜、6月 68 ㎜、

7月70㎜平年より半分以下

の小雨であった。 

病中害の被害甚大（1,375ha）水

稲植付未了 158ha 

22．6～8 干ばつ 中北部 6月降水量八木では60㎜で

平年に比し非常に少なく、

7月は降水量72㎜で平年よ

り極めて少なく、8 月も

70mm で平年の半分であっ

た。 

農作物の被害大で稲作は不良、

甘藷も作柄不良 

30．7～8 干ばつ 北部 雨らしい雨がなく奈良で

は無降水量継続日数 25 日

で新記録であった。 

水稲 2,230ha に被害があった。 

40．8 干ばつ 中・北部 月降水量各地とも極めて

少なく奈良では 39.6 ㎜で

8 月として最小記録 

県中・北部で水不足が深刻とな

り、金剛、葛城、ニ上山系の山

麓地帯で水田の干害があり約

180 町の稲が枯死状態となり、

果樹、野菜も減収 

48．7～8 干ばつ 県全域 夏型気圧配置は 27 日間も

続き、その間雷雨による降

水はあったが、少雨で水不

足の解消にならず、高温少

雨であった。 

奈良市では 17 日間の無降

水が記録された。 

水不足のため電力の供給制限、

農作物の被害大で稲作は不良、

甘藷も作柄不良 

53．7～9 干ばつ 大部分 太平洋高気圧の勢力が強

く本州上空に長く居座っ

た。 

奈良 7 月の月間日照時間

296 時問、8 月の最高気温

37.4℃は第 1 位、降水量

26.5 ㎜は最少記録 

農作物被害 3,766.7ha 

1,689,527 千円 

奈良市内で 16日間の夜間断水 

平成 

2．7～9 

干ばつ 県北・中

部 

太平洋高気圧におおわれ

て少雨となった。 

無降水継続日数 13日間、8

月の日最高気温 37.4℃は

第 1 位 

果樹など農作物被害大 

農産披害 841 百万円 

平成 

6．7～9 

干ばつ 県全域 太平洋高気圧におおわれ

て晴天が続き厳しい暑さ

と少雨の状態が続いた。 

奈良 7 月の日最高気温

37.3 ℃ 、 月 平 均 気 温

28.2℃、8 月の日最高気温

39.3℃、日平均気温 28.5℃

はいずれも第 1位 

農産被害約 168 百万円 
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３ 避難情報（緊急安全確保、避難指示、高齢者等避難）発令基準 

避難情報（緊急安全確保、避難指示、高齢者等避難）発令基準 

 発令時の状況 基準等 住民に求める行動 

高

齢

者

等

避

難 

●避難行動要支援者など避難

行動に時間を要する者及び避

難所までの距離が遠い方が避

難を開始しなければならない

段階であり、人的被害の発生

する可能性が高まった状況 

 

●河川が一定時間後に次の水

位に到達すると予測されると

き。（避難判断水位） 

●その他諸般の状況から、要

援護者等について事前に避難

させておく必要があると認め

られるとき。 

●要援護者等、特に避難行動

に時間を要する者は、決めら

れた避難場所への避難行動を

開始 

●避難支援者（行政区、民生委

員、ボランティア等）は、支援

行動を開始 

●上記以外の者は、家族等と

の連絡、非常用持出品の用意

等、避難準備を開始 

避

難

指

示 

●通常の避難行動ができる者

が避難行動を開始しなければ

ならない段階であり、人的被

害の発生する可能性が明らか

に高まった状況 

●大雨、暴風等の警報等が発

表され、避難の準備あるいは

避難を要すると判断されたと

き。 

●河川が次の水位を超えるお

それがあるとき。（はん濫危険

水位） 

●その他諸般の状況から、避

難準備又は事前に避難させて

おく必要があると認められる

とき。 

●通常の避難行動ができる者

は、決められた避難所への避

難行動を開始 

 

緊

急

安

全

確

保 

●災害の前兆現象や、現在の

切迫した状況から、人的被害

の発生する危険性が非常に高

いと判断された状況 

●堤防の隣接地等、地域の特

性等から人的被害の発生する

危険性が非常に高いと判断さ

れた状況 

●人的被害の発生した状況 

 

●事前避難のいとまがない場

合、例えば、地震、火災、洪水

等による被害の危険が目前に

切迫していると判断されると

きは、至近の安全な場所に緊

急避難させる。 

※なお、避難として利用した

避難場所に危険が生じ、他の

安全な場所に緊急避難させ、

又は救出者を安全な場所に避

難させる場合は、輸送用の車

両等を用意するなどあらゆる

手段を講じて、他地域の収容

避難場所へ避難させる。 

●避難勧告等の発令後で避難

中の住民は、確実な避難行動

を直ちに完了 

●未だに避難していない対象

住民は、直ちに避難行動に移

るとともに、そのいとまがな

い場合は生命を守る最低限の

行動 
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４ 指定緊急避難場所 

指定緊急避難場所一覧 

 施設・場所名 住所 管理担当・連絡先  対象とする異常

な現象の種類 

     洪水 大規模

な火事 

内水

氾濫 

1 川西町中央 

体育館 

館奈良県磯城郡川西町 

結崎1287-1 

教育委員会事務局

（社会教育係） 

0745-44-2214  1 1 

2 梅戸体育館 奈良県磯城郡川西町唐院

556 

教育委員会事務局

（社会教育係） 

0745-44-2214 1 1 1 

3 下永体育館 奈良県磯城郡川西町下永

1248-1 

教育委員会事務局

（社会教育係） 

0745-44-2214 1 1  

4 川西小学校 奈良県磯城郡川西町結崎

30-5 

教育委員会事務局

（教育総務係） 

0745-44-2684 1 1  

5 ふれあい 

センター 

奈良県磯城郡川西町唐院

122 

教育委員会事務局

（社会教育係） 

0745-44-2214  1  

6 保健センター 奈良県磯城郡川西町結崎

217-1 

保健センター 0745-43-1900  1  

7 梅戸共同浴場 跡地奈良県磯城郡川西町

梅戸202-1 

総務課 0745-44-2211  1  

8 下永共同浴場 跡地奈良県天理市二階堂

菅田町55 

総務課 0745-44-2211  1  

 

５ 指定避難所 

指定避難所一覧 

 施設・場所名 住所 管理担当・連絡先  

1 川西町中央体育館 館奈良県磯城郡川西町結崎 1287-1 教育委員会事務局 

（社会教育係） 

0745-44-2214 

2 梅戸体育館 奈良県磯城郡川西町唐院 556 教育委員会事務局 

（社会教育係） 

0745-44-2214 

3 下永体育館 奈良県磯城郡川西町下永 1248-1 教育委員会事務局 

（社会教育係） 

0745-44-2214 

4 川西小学校 奈良県磯城郡川西町結崎 30-5 教育委員会事務局 

（教育総務係） 

0745-44-2684 

5 ふれあいセンター 奈良県磯城郡川西町唐院 122 教育委員会事務局 

（社会教育係） 

0745-44-2214 

6 保健センター 

 

奈良県磯城郡川西町結崎 217-1 保健センター 0745-43-1900 
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６ 一時避難所（公民館） 

一時避難所（公民館）一覧 

名称 住所 

中村公民館      結崎 268-5 

市場公民館      結崎 64-1 

辻公民館       結崎 296-61 

井戸公民館      結崎 1352 

出屋敷公民館     結崎 598-1 

美ノ城公民館     結崎 417-1 

結崎団地公民館    結崎 452-102 

ハッピータウン公民館 結崎 862-9 

結崎南団地公民館   結崎 421-44 

美幸公民館      結崎 667-2 

東城公民館      下永 386 

西城公民館      下永 661 

スカイタウン集会所  下永 207-6 

東人権文化センター  下永 1256-1 

上吐田公民館     吐田 1100 

北吐田公民館     吐田 825-1 

南吐田公民館     吐田 714 

西人権文化センター  梅戸 243-1 

唐院公民館      唐院 180 

保田公民館      保田 251-1 
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７ 応急仮設住宅建設候補地 

応急仮設住宅建設候補地一覧 

候補地 所在地 敷地面積（㎡） 建設可能戸数(戸) 

公営住宅跡地① 川西町大字梅戸 92番地 1,030 24 

公営住宅跡地② 川西町大字下永 1247 番地付近 710 8 

公営住宅跡地③ 川西町大字下永 1304 番地付近 1,970 36 

 

８ 自主防災組織 

自主防災組織一覧 

名 称  

中村自主防災会 美幸自主防災会 

市場自主防災会 東城自主防災会 

辻自主防災会 スカイタウン自主防災会 

井戸自主防災会 西城自主防災会 

下出屋敷自主防災会 東方自主防災会 

上出屋敷・東荘苑自主防災会 上吐田自主防災会 

結盛会・二の塚自主防災会 北吐田自主防災会 

美ノ城自主防災会 南吐田自主防災会 

結崎団地自主防災会 梅戸自主防災会 

ハッピータウン自主防災会 唐院自主防災会 

結崎南団地自主防災会 保田自主防災会 

 

９ 消防団 

消防団一覧 

分団名 分団器具庫所在地 所有車両 

第１分団 川西町大字結崎 217‐1 消防車 

第２分団 川西町大字梅戸 324‐4 消防車 

 

１０ 緊急輸送道路 

奈良県指定緊急輸送道路一覧 

緊急輸送道路区分 道路種別 路線名  備考 

1 次 主要地方道 天理王寺線 町の東西方向 

 都市計画道路 大和中央道 町の南北方向 

 一般県道 大和郡山広陵線 〃 

資料：奈良県緊急輸送道路ネットワーク計画の見直し（平成２９年６月） 

https://www.pref.nara.jp/secure/196152/01_hyousi.pdf 
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１１ 緊急通行車両（公用車） 

緊急通行車両一覧(公用車)       (平令和 5 年 10 月 1 日現在) 

№ 課 車名 登録番号 

1 総務課 ダイハツ タント 580 て 8207 

2 総務課 ダイハツ ハイゼットカーゴ 480 せ 5363 

3 総務課 ホンダ エヌボックス 583 せ 2801 

4 総務課 ホンダ ライフ 50 は 310 

5 総務課（消防） 日野 消防車（第 1 分団） 800 す 2459 

6 総務課（消防） 日野 消防車（第 2 分団） 800 す 3582 

7 総務課（消防） スズキ 消防車 880 あ 1268 

8 総務課（消防） 日産 消防車 880 あ 1761 

9 総合政策課（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ） 日産 キャラバン 300 て 9793 

10 総合政策課（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ） トヨタ ハイエースＷ 200 さ 1473 

11 税務課（総務集中管理） ホンダ ライフ 580 た 3847 

12 住民保険(軽ダンプ） ダイハツ ハイゼットＴ 480 か 2085 

13 住民保険(塵芥車） イスズ フォワードドラム 800 さ 6238 

14 住民保険(塵芥車） 日野 レンジャー 800 す 4511 

15 住民保険(塵芥車） 日野   800 さ 5346 

16 住民保険（ダンプ） イスズ エルフ 100 す 5327 

17 住民保険（ダンプ） イスズ エルフ 11 す 8465 

18 住民保険（ダンプ） イスズ エルフ 100 せ 1870 

19 福祉こども課（総務集中管理） スズキ ワゴンＲ 580 か 1977 

20 保健センター ホンダ ライフ 580 か 2491 

21 子育て支援センター スズキ エブリイ 480 え 9637 

22 長寿介護課（総務集中管理） スズキ ワゴンＲ 580 た 6295 

23 長寿介護課（総務集中管理） トヨタ カローラＶ 400 さ 4330 

24 まちﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 ダイハツ ハイゼットＴ 480 う 883 

25 まちﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課(総務集中管理） ダイハツ ムーヴ 580 ち 6005 

26 まちﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 ダイハツ ハイゼットＴ 480 す 1344 

27 まちﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 スズキ ワゴンＲ 580 く 5312 

28 まちﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課（総務集中管理） ホンダ アクティＶ 40 ゆ 2739 

29 教育総務課 イスズ エルフ 100 す 6040 

30 幼稚園 日産 シビリアン 200 は 339 

31 社会教育課 スズキ ワゴンＲ 580 た 6296 

32 社会教育課 トヨタ ハイエースＷ 300 ら 6439 

33 社会教育課 スズキ エブリィワゴン 581 せ 1100 

34 すばる子どもセンター ホンダ ライフ 50 と 8884 

35 いぶき子どもセンター ホンダ ライフ 50 と 8883 

36 議会 トヨタ プリウス 300 み 1985   
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１２ 備蓄物資 

備蓄物資一覧            （令和 5年 11 月現在） 

備蓄品名 
備蓄場所 
 

防災倉庫 
川西 

小学校 
中央 

体育館 
ふれあい
センター 

下永 
体育館 

梅戸 
体育館 

保健 
センター 

合計 

飲料水 6,324 3,336 960 768 240 360 48 12,036 

毛布 1,266 870 210 190 60 104 50 2,750 

アルファ化米  
ご飯（わかめ） 

4,000 2,610 570 500 160 240 0 8,080 

アルファ化米  
おかゆ 

1,500 796 197 239 75 83 0 2,890 

粉ミルク 280 0 0 0 0 0 0 280 

液体ミルク 138 0 0 0 0 0 0 138 

栄養補助食品 5,320 3,245 743 727 222 283 0 10,540 

ハンドタオル 1,060 794 114 102 40 50 0 2,160 

哺乳瓶 240ml 40 0 0 0 0 0 0 40 

 

１３ ヘリコプター臨時着陸場 

ヘリコプター臨時着陸場 

施設名 所在地 面積(㎡) 電話 座標 

川西健民運動場 川西町結崎 1141 番地の 7 10,000 0745-44-1616 
E 135.46.04 

N 34.34.26 

 

１４ 町防災行政無線 

町防災行政無線一覧 

種別 呼出名称 設置場所 方式・電力等 

固定 かわにし１００ 役場 2階無線室 統制局 

移動 かわにし１０１ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０２ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０３ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０４ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０５ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０６ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０７ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０８ 役場 2階無線室 子局・充電式 

移動 かわにし１０９ 消防団第 1分団 子局・充電式 

移動 かわにし１１０ 消防団第 2分団 子局・充電式 
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１５ 要配慮者の避難確保計画の策定を義務づける施設 

要配慮者の避難確保計画の策定を義務づける施設一覧 

施設名  所在 

学校 町立 川西幼稚園 奈良県磯城郡川西町 結崎３０−５ 

 町立 川西小学校 奈良県磯城郡川西町 結崎２５５ 

 組合立 式下中学校 奈良県磯城郡川西町 結崎１８６６ 

社会福祉施設 ぬくもりの郷 デイサービスセンター 奈良県磯城郡川西町 吐田 94 

 ぬくもりの郷 グループホーム 奈良県磯城郡川西町 吐田 94 

 ぬくもりの郷 秋桜 奈良県磯城郡川西町 吐田 94 

 特別養護老人ホーム ゆいの里あすか 奈良県磯城郡川西町 下永 543 番１ 

 ワークショップそら 奈良県磯城郡川西町 結崎 949-1 

 ショートステイつきひ 奈良県磯城郡川西町 吐田 871‐1 

 放課後等デイサービス桜実 奈良県磯城郡川西町 結崎 646 番地 1 

 放課後等デイサービスあさひ 奈良県磯城郡川西町 吐田 861-5 

 放課後デイサービスふくちゃん 奈良県磯城郡川西町 結崎 625-24 

 ステップ ゆず 奈良県磯城郡川西町 結崎 577-11 

 リハビリデイ結 奈良県磯城郡川西町 結崎 452-56 

 川西こども園 奈良県磯城郡川西町 結崎 1201-1 

 成和保育園 奈良県磯城郡川西町 保田 43‐1 

 川西学童保育所 奈良県磯城郡川西町 結崎 255 番地 

医療施設 有床の施設のみ（対象なし）   
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 協定等                               

 

川西町災害関係協定締結一覧(R5.4 現在) 

番号 協定書名 業者等名称 取扱 物費等 締結年 

1 災害時等における緊急物資供給協力

に関する協定書 

奈良県農業協同組合 食料品 生活用品 H21 

2 災害時等における緊急物資供給協力

に関する協定書 

株式会社スーパーお

くやま 

食料品 生活用品 H22 

3 災害時における物資供給に関する協

定書 

市民生活協同組合な

らコープ 

食料品 生活用品 H24 

4 災害時における物資供給に関する協

定書 

NPO 法人コメリ災害

対策センター 

食料品 生活用品 H25 

5 災害時等における緊急物資供給協力

に関する協定書 

株式会社ヤクショー 医薬品 衛生管理

品 

H21 

6 災害時等の応援に関する申し合わせ 近畿地方整備局長   H24 

7 災害時における電気設備の応急復旧

の応援に関する協定書 

奈良県電気工事工業組合 H24 

8 災害時における緊急対応活動及び登

記相談業務に関する基本協定 

公益社団法人奈良県公共嘱託登記土地家屋

調査士協会 

H28 

9 災害時における応急対応に関する協

定書 

NEC ネクサソリューションズ株式会社関西

支社 

R5 

10 「災害時における情報提供に関する

協定書」及び「災害時における後方支

援活動拠点の使用に関する協定書」 

大阪ガス株式会社   H31 

11 災害応急対策活動の相互支援に関す

る協定 

兵庫県川西市 

山形県川西町 

新潟県十日町市 

  H10 

12 災害時における奈良県市町村相互応

援に関する協定 

奈良県   H27 

13 天理市、山添村、川西町、三宅町、日

原本町との災害時における相互応援

協定 

天理市 

山添村 

三宅町 

田原本町 

  H28 

14 川西町災害ボランティアセンターの

設置及び運営に関する協定書 

川西町社会福祉協議会 R3 

15 大規模災害時における御棺及び葬祭

用品の供給並びに遺体の搬送等の協

力に関する協定書 

奈良県葬祭業協同組合 R3 

16 大規模災害時における御棺及び葬祭

用品の供給並びに遺体の搬送等の協

力に関する協定書 

花吉葬祭   R3 
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番号 協定書名 業者等名称 取扱 物費等 締結年 

17 災害時におけるキッチンカーによる

物資の供給等に関する協定書 

三宅町 

田原本町 

関西移動販売車組合

(株)メリレカート 

食料品  R3 

18 災害に係る情報発信等に関する協定 ヤフー株式会社   R3 

19 奈良県災害廃棄物等の処理に係る相

互支援に関する協定書 

奈良県内市町村及び

一部事務組合 

  H24 

20 奈良県消防広域相互応援協定書 奈良県内市町村及び

奈良県広域消防組合 

  H29 

21 被災者生活再建支援制度の実施にか

かる事務委託契約書 

公益財団法人都道府

県センター 

  R4 

22 天理市・川西町災害時相互協力に関す

る覚書 

天理市   R5 

23 大規模災害時における道路啓開や停

電復旧に係る応援措置の実施の支障

となる障害物等の撤去等に関する覚

書について 

関西電力送配電株式

会社 

  R5 

24 災害時における移動式宿泊施設等の

提供に関する協定書 

株式会社デベロップ   R4 

 


